
＃
二
三
〇
四 

の
ん
び
り
温
泉
連
泊
パ
ー
ト
五 

 
 

☆
☆
☆ 

磐
梯
山
と
五
色
沼･

桧
原
湖
畔
め
ぐ
り 

 

リ
ー
ダ
ー 

 
横
山 

玲
子 

参

加

者 

佐
々
木 
篤
、
上
野 

キ
ヨ
、
横
山 

玲
子 

 

計
三
名 

費 
 

用 

バ
ス
ツ
ア
ー
代
金 

二
一
九
八
〇
円 

バ
ス
一
日
目 
二
四
〇
円 

二
日
目 

八
八
〇
円 

三
日
目 
七
〇
〇
円 

コ
ー
ス
タ
イ
ム 

一
日
目 

新
宿(

八
時)
上
野(
九
時)

裏
磐
梯
ロ
イ
ヤ
ル 

ホ
テ
ル(

一
三 

 
 
 

時
五
〇
分)

五
色
沼
め
ぐ
り(

一
四
時
三
〇
分
〜
一
六
時
二  

 
 

 
 
 

〇
分)

裏
磐
梯
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル(

一
六
時
五
〇
分 

泊) 
 

二
日
目 

ホ
テ
ル(

九
時
一
五
分
バ
ス)
雄
国
山
登
山
口(

九
時
三
七
分

〜
九
時
四
五
分)

雄
国
沼
休
憩
小
屋(
十
一
時
一
五
分
〜
十
一

時
二
五
分)

猫
石(

十
二
時
四
五
分
〜
十
三
時
二
五
分)

雄
国
沼

休
憩
小
屋(

十
四
時
三
七
分)

雄
国
沼
登
山
口(

十
五
時
三
六
分

〜
十
五
時
五
〇
分
バ
ス)

ホ
テ
ル(

十
六
時
一
〇
分 

泊) 
 

三
日
目 

ホ
テ
ル(

八
時
五
八
分)

桧
原
湖
周
遊
バ
ス
で
湖
畔
一
周(

約

一
時
間
五
〇
分)

裏
磐
梯
ロ
イ
ヤ
ル
ホ(

十
四
時.
三
五
分)

上
野

(

十
八
時
五
〇
分)

解
散 

 

天
気
予
報
は
前
日
ま
で
傘
マ
ー
ク
で
し
た
。
三
日
間
も
温
泉
に
閉

じ
込
め
ら
れ
た
ら
き
っ
と
見
違
え
る
よ
う
に
美
し
く
？
！
ふ
や
け
て

し
ま
う
の
で
は
と
案
じ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
猪
苗
代
Ｉ
Ｃ
を
下

り
る
と
目
の
前
に
表
磐
梯
山
の
立
派
な
三
角
形
が
私
達
を
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
今
回
の
宿
は
五
色
沼
の
入
り
口
に
あ
り
荷
物
を
部
屋
に

置
く
と
早
速
歩
き
始
め
ま
し
た
。
何
し
ろ
数
あ
る
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
の
中
で
も
代
表
的
な
探
勝
路
な
の
で
最
初
の
一
番
大
き
な
毘
沙

門
沼
は(

こ
こ
ま
で
車
が
入
る)

観
光
客
が
い
っ
ぱ
い
で
驚
き
ま
し
た
が
、

で
も
波
一
つ
な
い
湖
面
の
澄
ん
だ
青
い
色
、
そ
の
上
の
裏
磐
梯
山
の

茶
色
の
爆
裂
岩
壁
を
明
る
い
太
陽
の
下
で
眺
め
て
納
得
、
い
よ
い
よ

散
策
コ
ー
ス
へ
。
歩
き
は
じ
め
中
学
生
、
小
学
生
の
団
体
と
す
れ
違

い
ま
し
た
が
、
歩
く
ほ
ど
に
人
影
は
無
く
な
り
、
春
蝉
の
声
だ
け
、

新
緑
の
樹
林
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
し
た
。 

赤
沼
、
み
ど
ろ
沼
、
竜
沼
、
弁
天
沼
、
る
り
沼
、
青
沼
、
柳
沼
、
と

め
ぐ
り
、
最
後
に
桧
原
湖
を
眺
め
て
か
ら
バ
ス
で
裏
磐
梯
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
へ
、
そ
し
て
温
泉
！ 
 

二
日
目
、
朝
快
晴
！
会
報
に
は
「
磐
梯
山
」
と
し
ま
し
た
が
急
遽
「
雄
国
沼
か
ら

猫
石
」
と
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
女
性
二
人
だ
け
の
山
行
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
同

行
の
上
野
さ
ん
は
大
丈
夫
な
の
で
す
が
リ
ー
ダ
ー
の
私
が
心
配
な
の
で
☆
三
の
下
の

山
に
変
更
し
ま
し
た
。
朝
は
ゆ
っ
く
り
ス
タ
ー
ト
、
バ
ス
で
登
山
口
ま
で
、
こ
こ
か

ら
雄
国
沼
ま
で
は
緩
や
か
な
登
り
、
深
い
新
緑
の
道
、
樹
林
の
緑

が
無
く
な
り
青
空
が
見
え
た
ら
雄
国
沼
、
標
高
一
〇
八
九
ｍ
に
あ

る
カ
ル
デ
ラ
湖
、
新
し
い
休
憩
小
屋
が
あ
り
周
囲
に
は
レ
ン
ゲ
つ

つ
じ
が
今
に
も
は
じ
け
そ
う
に
つ
ぼ
み
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
の
湿
原
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
時
期
は
大
変
な
人
気
で
す
が

今
は
女
二
人
だ
け
静
寂
そ
の
も
の
。
わ
れ
わ
れ
は
湿
原
の
木
道
で

な
く
、
猫
石
ピ
ー
ク
を
目
指
し
て
進
み
ま
す
。
暫
く
は
湖
畔
を
歩

き
山
道
へ
、
沢
を
四
〜
五
回
跨
ぎ
岩
道
の
急
登
に
な
り
巨
大
岩
の

上
に
、
こ
こ
が
猫
石
標
高
一
三
三
五
ｍ
、
山
頂
の
岩
が
猫
が
座
っ

た
形
に
見
え
る
と
か
、
で
も
あ
ま
り
に
も
間
近
な
の
で
猫
の
姿
が
判
ら
な
い
。
雄
国

沼
と
外
輪
山
、
猪
苗
代
湖
と
素
晴
ら
し
い
展
望
で
し
た
。
磐
梯
山
は
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
が
大
満
足
で
往
路
を
下
山
し
ま
し
た
。 

 

三
日
目
、
夜
中
か
ら
雨
の
音
、
朝
雨
は
や
ん
で
ま
し
た
が
、
ま

た
何
時
降
り
だ
す
か
と
い
っ
た
空
模
様
、
桧
原
湖
探
勝
路
を
歩
く

予
定
で
し
た
が
、
桧
原
湖
を
一
周
す
る｢

森
の
く
ま
さ
ん
」
と
言
う

可
愛
い
レ
ト
ロ
バ
ス
が
あ
り
、
一
日
乗
り
放
題
で
七
〇
〇
円
そ
の

バ
ス
で
の
ん
び
り
湖
を
ぐ
る
り
と
一
周
し
て
参
り
ま
し
た
。
三
日

間
磐
梯
高
原
を
歩
い
て
、
登
っ
て
、
ド
ラ
イ
ブ
し
て
と
、
た
っ
ぷ

り
楽
し
ん
で
参
り
ま
し
た
。 

（
記
・
横
山 

玲
子
） 


